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Administrator
世帯主を対象としたため、50歳代以上が中心となっている。
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Administrator
世帯主を対象としたことを反映してか、約68％が男性だった。
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Administrator
2人が28％と割合として最も高く、ついで3人（約22％）と4人（22％）がほぼ同率だった。


()

912 30.0
110 3.6
480 15.8
18 0.6
343 11.3
286 9.4
4 0.1
4 0.1
851 28.0
12 0.4
16 0.5
3,036 100
0 5 10 5 20 25 30 35
| 0 ‘ i (912)
[36] (110)
15.8 [ (480)
[p6 (18)
11.3 [ (343)
9.4 (286)
0.1 (4)
0.1 (4)
28 (851)
Jo.4 (12)
[Jos (16)

goopbobobbobogo3ooooobobobboogzsgggoobeooooog
guoooobd



Administrator
民間企業などの会社員（30％）、無職（年金等）（28％）、自営業（約16％）が中心となっていた。
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Administrator
一戸建て（土地及び家屋を所有）が約75％で、最も高い割合を示していた。
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Administrator
一戸建て住宅が約88％と大半を占めており、家屋構造は2階建てが78％と最も割合として高かった。
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Administrator
2階建てが約20％で割合として最も高く、ついで4階建て（約15％）、1階建て（約13％）の順に割合として高いことが分かった。
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Administrator
木造が約73％、非木造は約26％だった。


()]

564 18.6
2,365 77.9
66 2.2

41 1.4
3,036 100

1.4%
2.2%

18.6%

godglzooobooboobooooooboooboogrsggoogoboooboood
gogbbbimubobouoooogoboboobbouoooooobespboooooogon



Administrator
「平成12年9月の東海豪雨災害以前に転入してきた」が約78％、「生まれた時から住んでいる」が約19％と、東海豪雨災害前から住んでいる回答者が95％以上を占めていた。
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Administrator
「20年以上30年未満」が約23％、「30年以上40年未満」が約20％、「1年以上10年未満」と「10年以上20年未満」が約17％だった。
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Administrator
「300万円未満」が約19％、「300万円以上～400万円未満」が約13％、「400万円以上～500万円未満」が約10％だった。
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Administrator
町内会が約51％と割合として最も高かった。その他、スポーツや趣味などの活動（県内）（約21％）、婦人会・老人会などの地域活動（約15％）といった交流活動への参加が認められた。。
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Administrator
「500m未満」が約37％と最も割合として高かった。その他、「500m～1km未満」が約35％、「1km～1.5km未満」が約13％だった。
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Administrator
「防災講習会及び避難訓練に出ない時もある」が、約44％で最も高い割合を示していた。その他、「情報が得られないので参加できない」が約22％、「関心がないので参加しない」が約18％の順に割合として高かった。
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Administrator
東海豪雨災害以前に水害の被災経験がある人は約42％で、それ以前に水害の被災経験を有さない人が約57％と半数以上を占めていた。
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Administrator
「浸水・被害はなかった」が約26％、「一部損壊・半壊」が約24％、「床下浸水」が18％だった。「伊勢湾台風は経験していない」は、約14％だった。
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Administrator
「浸水・被害はなかった」が約54％と最も高い割合を示していた。「床上浸水した」が約6％、「床下浸水した」は約23％だった。
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Administrator
その他水害による被害では、「床下浸水した」が約5％、「床上浸水した」が約4％、「浸水・被害なし」が約2％だった。


10

20

30

40

50

60

19

29

39

49

59

(%)

1175 38.7
535 176
1297 427
29 1.0
3036 100
5 10 15 20 25
54 (29)
155 (83)
|
176 (94)
|
202 (108)
9.7 (52)
8.8 (47)
18.7 (100)
41 (22)

25

50

75

100

125

150

175

200

24

49

74

99

124

149

174

199

10 15 20 25

4 o

3.8

i

185 |

105

21 |

:

145 |

1

I

(25)

gobobobbbudo43ggoboboobbooooisggoonooooooooga3oud

gobboboboodds3oem39cmi200ddeocmbDoolonugooooon

100cmi 124cm 210 0 0 50cmU 74cmO 0190 0 000000 OoOoOoOOOOd



Administrator
「床上浸水した」が約43％、「床下浸水した」が約18％、「浸水・被害なし」が約39％だった。床下浸水は、30cm～39cm（約20％）、60cm以上（約19％）、床上浸水は100cm～124cm（21％）、50cm～74cm（約19％）の割合がそれぞれ高かった。
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Administrator
「家屋への被害はなかった」が約54％と、およそ5割強の回答者が被害を受けていなかったことが分かった。被害を受けた回答者のうち、「壁や床板など家屋の一部が破損した」が約40％と最も高い割合であり、「半壊した」が4％、「全壊・流出した」は0.3％だった。
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Administrator
「被害はなかった」が約58％で、「被害があった」が約40％だった。
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Administrator
「被害を受けなかった」が約48％、「1台」が約29％、「2台」が約14％だった。

Administrator
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Administrator
合計被害額は、「200万円未満」が約20％、「なし」が約17％、「200万円以上400万円未満」が約12％だった。合計補てん額は、「なし」が約23％、「200万円未満」が約18％だった。
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Administrator
被害割合では、家屋が約39％、自動車が約32％、家財が約18％だった。補てん割合は、家屋が約47％、自動車が約40％、家財が約11％だった。
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Administrator
被害総額の割合と補てん総額の割合は、ほぼ比例することが確認された。
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Administrator
「なし」が約60％で最も高い割合を示していた。被害を受けた回答者の被害額の内訳は、「100万円未満」が約9％、「100万円以上200万円未満」が約7％だった。
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Administrator
「なし」が約45％で最も高い割合を示していた。被害を受けた回答者の補てん額の内訳は、「100万円未満」が約6％、「100万円以上200万円未満」が約5％、「200万円以上300万円未満」が約3％だった。
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Administrator
「なし」が約61％で最も高い割合を示していた。被害を受けた回答者の被害額の内訳は、「100万円未満」が約14％、「100万円以上200万円未満」が約10％、「200万円以上300万円未満」が約4％だった。
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Administrator
「なし」が約55％と最も高い割合を示していた。被害を受けた回答者の補てん額の内訳は、「100万円未満」が約4％、「100万円以上200万円未満」が約2％だった。
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Administrator
「なし」が51％で最も高い割合を示していた。被害を受けた回答者の被害額の内訳は、「100万円未満」と「100万円以上200万円未満」がそれぞれ約11％、「200万円以上300万円未満」が約9％だった。
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Administrator
「なし」が約44％で最も高い割合を示していた。補てんを受けた回答者の補てん額の内訳は、「100万円未満」が約10％、「100万円以上200万円未満」が約7％だった。
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700 4 0.1 1 0.0
800 0 0.0 0 0.0
900 1 0.0 0 0.0
1000 1 0.0 1 0.0
1500 9 0.3 0 0.0
2000 0 0.0 0 0.0
2500 0 0.0 0 0.0
3000 0 0.0 0 0.0
3000 0 0.0 0 0.0
1,274 42.0 1,723 56.8
3,036 100 3,036 100
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Administrator
「なし」が約47％で最も高い割合を占めていた。被害を受けた回答者の被害額の内訳をみると、「1円以上100万円未満」が約6％、「100万円以上200万円未満」が約2％だった。


%) %) (%) (%)
1,375  45.3 1,283  42.3| 1,076  35.4 1,012  33.3
210 6.9 14 0.5 58 1.9 7 0.2
36 1.2 8 0.3 8 0.3 0 0.0
24 0.8 2 0.1 4 0.1 1 0.0
13 0.4 2 0.1 1 0.0 0 0.0
3 0.1 1 0.0 0 0.0 0 0.0
5 0.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0
4 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0
1 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
1 0.0 0 0.0 1 0.0 0 0.0
0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
8 0.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0
3 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0
2 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0
0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
1,351 445 1,726 56.9 | 1,888  62.2 2,016 66.4
3,036 100 3,036 100 | 3,036 100 3,036 100

0 10 20 30 40 50 60 70
I 354 — I ' E}ﬁ?g)
100 EI_%EI 248
200 H;% %)
300 o3 @
400 194 a3
500 78-1 @)
600 78-2 )
700 78-1 )
800 K (b
900 K t
1000 78 0
1500 !8-3 )
2000 78-1 @
2500 78-1 @
3000 78 0
3000 78 0
‘44'5 2.2 : ‘ | (hdsh)

o O \

gobiligooboog4stggugoubobboooooobobobbodooooboon
goobbobobbblggoiloogggoboboybobbooo
gogoz20boboogsstuggagooobboogooobobobbooooooboboon
goobbobbboblggoilooggobobobo20bogo



Administrator
その他1　「なし」が約45％で最も高い割合を占めていた。被害を受けた回答者の被害額の
　　　　内訳は、「1円以上100万円未満」が約7％だった。
その他2　「なし」が約35％で最も高い割合を占めていた。被害を受けた回答者の被害額の
　　　　内訳は、「1円以上100万円未満」が約2％だった。
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Administrator
その1　「なし」が約42％で最も高い割合を占めていた。補てんを受けた回答者の補てん
　　　　額の内訳は、「1円以上100万円未満」が0.5％、「100万円以上200万円未満」が
　　　　0.3％だった。
その他2　「なし」が約33％で最も高い割合を占めていた。補てんを受けた回答者の補て
　　　　　ん額の内訳は、「1円以上100万円未満」が0.2％だった。
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Administrator
「東海豪雨災害より前から加入していた」が、約40％を占めていた。「東海豪雨災害より前から加入していたが、災害以後に保険会社や保険額などの見直しをした」は約6％だった。「東海豪雨災害後に新たに加入した」は約4％で、「加入していない」が約46％に達していた。
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Administrator
「東海豪雨災害より前から加入していた」は、約34％だった。「東海豪雨災害より前から加入していたが、災害以後に保険会社や保険額などの見直しをした」が約4％、「東海豪雨災害以降に新たに加入した」が約6％だった。「加入していない」は、約53％と半数以上に達していた。


1)

13)

1418 1,075 317 150 55 21 3,036
46.7 354 10.4 49 18 0.7 100
1,130 1121 462 210 65 48 3,036
37.2 36.9 15.2 6.9 21 16 100
926 964 711 291 90 54 3,036
305 318 234 9.6 3.0 18 100
1481 1,073 323 97 28 34 3,036
48.8 353 10.6 3.2 0.9 11 100
490 990 1,079 341 86 50 3,036
16.1 326 355 112 2.8 16 100
482 1,020 1,044 366 78 46 3,036
15.9 33.6 344 121 2.6 15 100
263 798 1242 541 141 51 3,036
8.7 26.3 40.9 17.8 4.6 17 100
403 1,192 791 444 157 49 3,036
133 39.3 26.1 14.6 52 16 100
1128 1,009 583 160 103 53 3,036
37.2 332 19.2 5.3 3.4 17 100
1,338 980 470 123 71 54 3,036
441 323 155 41 2.3 18 100
514 1,180 828 359 93 62 3,036
16.9 389 27.3 118 31 2.0 100
640 1,344 724 220 45 63 3,036
211 443 23.8 7.2 15 21 100
158 726 1,336 518 236 62 3,036
5.2 239 440 171 7.8 2.0 100
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Administrator
「天気予報やニュースなどを注意して見るようになった」に対して、「非常にそう思う」の割合が約47％と高い割合を示していた。「ラジオや懐中電灯などの防災用品を備えておくことの重要性を再認識した」に対して、「非常にそう思う」の割合が約49％とおよそ5割に達していた。


1) 56)
©)
1224 1,187 457 113 31 24 3036
403 391 15.1 37 10 08 100
1,260 996 421 276 62 21 3036
415 328 139 9.1 20 0.7 100
1010 887 592 347 164 36 3036
333 292 195 114 54 12 100
119 206 550 722 1399 40 3036
39 6.8 181 238 46.1 13 100
1288 1,333 270 96 29 20 3036
424 439 8.9 32 10 07 100
859 978 768 304 86 41 3036
283 322 253 100 28 14 100
0%  10% 20% 30%  40% 50% 60%  70% 80%  90%  100%
T T T T T T ‘ 1
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415 3238 139 I (3,036)
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Administrator
「自分の住む地域が水害に遭うことがあるだろう」に対して、「非常にそう思う」の割合が約40％、「今住んでいるところは、水害が起こりやすい地域だと思う」及び「排水路にゴミがつまるなどして雨水を排水できなくなること」に対しては、「非常にそう思う」が約42％を占めていた。また、「水害が起こっても、自分の生活には支障はないだろう」に対して、「まったくそう思わない」が約46％を占めていた。


766 1,002 490 629 133 16 3,036
25.2 33.0 16.1 20.7 44 0.5 100
463 778 851 727 193 24 3,036
153 25.6 28.0 23.9 6.4 0.8 100
1,350 1,286 297 61 24 18 3,036
445 424 9.8 20 0.8 0.6 100
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Administrator
「水害のニュースを見ると、ひとごとだとは思えない」に対して、「非常にそう思う」の割合は約45％で「ややそう思う」の割合は約42％と、水害情報に対して回答者が敏感に反応していることが確認できた。同様に、「雨が降るたびに『水害が起こるのではないか』という不安にかられる」に対して、「非常にそう思う」の割合は約25％、「ややそう思う」の割合は約33％と、回答者の間で不安感が高まっていることが示唆された。


957 1,235 485 248 60 51 3,036
315 40.7 16.0 8.2 2.0 1.7 100
981 1,329 525 136 32 33 3,036
32.3 438 173 45 11 11 100
861 1,169 676 236 50 44 3,036
284 385 22.3 7.8 16 14 100
617 1,291 737 293 58 40 3,036
20.3 425 24.3 9.7 19 13 100
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\ \
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284 385 223 (3036)
203 425 243 (3036)
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Administrator
「今後起こるかもしれない水害に備えて、浸水実績図（ハザードマップ）を見ておこうと思う」に対して、「非常にそう思う」が約32％で「ややそう思う」が約41％と、両評価をあわせると70%強に達することが確認できた。これ以外の項目の多くが、「非常にそう思う」及び「ややそう思う」という項目の割合が高く、回答者の防災対策に対する関心が高いことが確認できた。


121 397 713 559 1,188 58 3,036

4.0 131 235 18.4 39.1 19 100

122 825 837 563 645 44 3,036

4.0 27.2 27.6 185 21.2 14 100

137 788 667 672 743 29 3,036

45 26.0 22.0 221 245 1.0 100
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Administrator
「水害の危険性のある地域に住んでいる以上、ある程度までなら河川の氾濫を受容してもよいと思う」に対しては、「まったくそう思わない」が約39％で「あまりそう思わない」が約18％とおよそ6割の回答者が否定的な見解を示していることが分かった。「河川の氾濫は自然の営みなので、ある程度までは仕方ない」に対しては、「非常にそう思う」と「ややそう思う」の割合をあわせるとおよそ3割、「まったくそう思わない」と「あまりそう思わない」の割合をあわせるとおよそ4割だった。「水害が起こった場合、床下浸水までならば、ある程度がまんできる」に対しては、「非常にそう思う」と「ややそう思う」の割合の合計はおよそ3割、「まったくそう思わない」と「あまりそう思わない」の割合の合計は5割弱だった。


278 678 1,129 662 220 69 3,036
92 223 372 218 72 23 100
195 659 1,660 346 106 70 3,036
64 217 54.7 114 35 23 100
511 952 1,027 354 132 60 3,036
168 314 338 117 43 20 100
329 1,130 1,227 240 58 52 3036
108 372 40.4 79 19 17 100
0%  10% 20% 30% 40% 50% 60% 7O%  80%  90%  100%
\ \ \ \
9.2 223 37.2 (3,036)
6.4 21.7 547 (3,036)
16.8 314 3338 (3,036)
10.8 37.2 404 (3,036)
\ \ \
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Administrator
「親戚や家族が水害対策をしているのに、私だけが何の備えもしなかったら、自分自身心苦しく思うだろう」に対して、「非常にそう思う」が約17％で「ややそう思う」が約31％と、これらの合計は5割弱に達することが分かった。「周囲の人々は、おおよそ私と同じ程度の水害危機意識を持っているような気がする」に対して、「非常にそう思う」が約11％で「 ややそう思う」が約37％と。これらを合計は5割弱に達することが分かった。


296 704 1272 405 265 94 3,036
9.7 232 419 133 8.7 3.1 100
107 431 1,390 678 371 59 3,036
35 14.2 45.8 22.3 12.2 19 100
97 313 1,495 717 343 71 3,036
3.2 10.3 49.2 236 113 2.3 100
93 412 1,389 824 274 44 3,036
31 13.6 45.8 271 9.0 14 100
65 376 1,637 607 263 88 3,036
21 12.4 53.9 20.0 8.7 29 100
71 388 1,558 669 291 59 3,036
2.3 12.8 513 22.0 9.6 19 100
58 340 1,625 669 246 98 3,036
19 112 535 220 8.1 3.2 100
111 491 1,603 542 221 68 3,036
3.7 16.2 52.8 17.9 7.3 22 100
164 799 1,426 441 119 87 3,036
5.4 26.3 47.0 145 3.9 29 100
98 483 1,695 468 202 90 3,036
3.2 15.9 55.8 154 6.7 3.0 100




0%

10%

20%

30%  40% 50%  60%

70%

80%

90%  100%

9.7 232 419 VA (3036)

: [
142 458 (Pl (3036)

: [
103 492 <l (3036)

: [
136 458 n (3,036)

: L [ ]
124 53.9 (3,036)

: [
12.8 51.3 n (3,036)

: [
11.2 535 (3,036)

: [
16.2 52.8 (3,036)

: [
5.4 26.3 470 I (3,036)

: [
15.9 55.8 (3,036)

\ \ \

[u] o o o m ]

gobbobbbodggoobbobbodooguobbobbouooooooboooboogd
gobobobbbodoodobDiowhoodgoooooo23%udgggoooooog
gobbobbbudgoooobbbobboooooobobobbooouoos»wbooogd
gopbobobbozeuddidobobobboodoodooboboboooooooooooboog

gooooon



Administrator
「行政機関は、一部地域に被害が偏るような防災計画をたてたりはしないだろう」に対して、「非常にそう思う」が約10%で「ややそう思う」が約23%だった。「行政機関が出す水害情報は、おおよそ一貫している」に対して、「非常にそう思う」が約5%で「ややそう思う」が約26%だった。これら以外の各項目においては、「どちらでもない」の割合が高かった。


397 917 963 470 252 37 3,036
131 30.2 31.7 155 8.3 12 100
919 1,230 657 134 60 36 3,036
30.3 40.5 216 4.4 20 12 100
836 1,480 500 147 42 31 3,036
2715 48.7 16.5 48 14 1.0 100
1,417 951 438 165 41 24 3,036
46.7 313 144 54 14 0.8 100
1,257 1,351 314 50 29 35 3,036
414 445 10.3 16 10 12 100
276 468 1,076 850 337 29 3,036
91 154 354 28.0 111 10 100
224 823 1451 331 126 81 3,036
74 271 47.8 10.9 42 2.7 100
381 821 967 565 266 36 3,036
125 27.0 319 18.6 8.8 12 100
756 1,044 776 306 117 37 3,036
249 344 25.6 101 3.9 12 100
752 1,043 805 316 92 28 3,036
24.8 34.4 26.5 104 3.0 0.9 100
56 164 975 1,044 735 62 3,036
18 54 321 344 242 20 100
290 889 1,185 471 159 42 3,036
9.6 29.3 39.0 155 5.2 14 100
301 895 1167 467 159 47 3,036
9.9 295 384 154 5.2 15 100
1,072 1,168 483 222 63 28 3,036
353 385 15.9 7.3 21 0.9 100
964 1,296 589 118 34 35 3,036
318 427 194 3.9 11 12 100
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Administrator
「できるだけ行政機関に頼らずに、自分の財産や傘は自分で守るものだ」という自己責任に関する項目、「避難所での食料や水は、行政機関が十分に備蓄しておくべきだと思う」という行政機関の責任を問う項目、「水害が発生した直後は、行政機関だけでは対応しきれないので、自分の力や近所の助け合いで対応すべきだ」という近隣住民との助け合いに関する項目のそれぞれにおいて、「非常にそう思う」及び「ややそう思う」という回答の割合が高かった。


510 1,145 777 394 181 29 3,036
16.8 377 256 13.0 6.0 10 100
1,170 1,059 517 189 77 24 3,036
385 34.9 17.0 6.2 25 0.8 100
253 409 632 1,038 652 52 3,036
8.3 135 20.8 342 215 17 100
294 723 1,109 634 216 60 3,036
9.7 23.8 36.5 20.9 71 20 100
137 610 1,140 738 350 61 3,036
45 201 375 243 115 20 100
196 733 1,247 595 224 41 3,036
6.5 241 411 19.6 74 14 100
770 973 813 353 95 32 3,036
254 320 26.8 116 31 11 100
1,391 889 492 176 57 31 3,036
458 29.3 16.2 58 19 1.0 100
60 153 688 952 1,153 30 3,036
20 5.0 227 314 38.0 10 100
952 1,179 703 126 38 38 3,036
314 38.8 23.2 42 13 13 100
401 705 1,032 532 335 31 3,036
13.2 232 34.0 175 11.0 10 100




0%

20%

40% 60%

80%

100%

16.8

37.7

385

34.9

8.3

135

20.8

9.7

238

36.5

20.1

6.5

241

411

254

45.8

293

5.0

22.1

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

314

38.8

(3,036)

13.2

23.2

34.0

(3,036)

[=]

goobbobbbuoooogobbobbbouoooobobobbouoooobbobooadg
gogobobobbooooooobbobbboooooobobboooooooboobobooog
gogobbbbbooogoobbobbbuooooobobboooooobobobooag
gdobobbobbooooooobbobbtboooooobbbboooooooboboDbobooog
gogobbobobbooooooobbobbtboooooobobboooooobobobooag
gogobobbobbouoooooobbbbodad



Administrator
「浸水被害は、住居の盛り土を高くすれば軽減できる」という事前の備えに関する項目、「水害時に避難情報がもっと伝えられれば、被害は少なくなるだろう」という緊急時の対応に関する項目、「同じ額の税金を使うなら、河川の整備だけでなく、被害者の補償制度も必要だと思う」という被災者補償に関する各項目、「治水のための公共工事を強化すれば、水害のない社会が実現できる」という治水構造物の減災機能に関する項目それぞれにおいて、「非常にそう思う」と「ややそう思う」の割合が高かった。


1) 5) o
580 1454 422 460 94 26 3036
191 479 139 152 31 09 100
125 1041 575 1015 246 34 3036
41 343 189 334 8.1 11 100
89 656 638 1251 358 44 3036
29 216 210 412 118 14 100
1,256 1,338 193 164 34 51 3,036
414 441 6.4 5.4 11 17 100
438 1,832 367 313 47 39 3036
144 603 121 103 15 13 100
0% 20% 40% 60% 80% 100%
191 479 139 £ (3,036)
343 189 (3,036)
216 21 } (3,036)
414 44.1 (3,036)
144 60.3 121 (3,036)
o O =] =] = O \
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Administrator
「自分が住んでいる場所の水害の危険性」に対して、「非常に知っている」が約19%で「やや知っている」が約48%と、両評価の合計は7割弱に達した。「水害時の指定された避難所」に対して、「非常に知っている」は約41%で「やや知っている」は約44%と、両評価の合計は8割強に達した。「防災袋の中に何を入れておくべきか」に対しては、「非常に知っている」が約14%、「やや知っている」が約60%と、両評価の合計は7割強に達した。「水害に関する保険制度や仕組み」に対しては、「まったく知らない」が約12%で「あまり知らない」が約41%と、両評価の合計は5割強に達していた。

居住地の水害の危険性、避難所、防災袋に入れておくべき物に関する諸項目においては、「非常によく知っている」、「やや知っている」という回答の割合が高かった。


1) 7) o

70 204 2,704 58 3,036

23 6.7 89.1 19 100

207 1,115 1,617 97 3,036

6.8 36.7 53.3 32 100

628 08 2228 82 3,036

20.7 32 734 27 100

585 552 1,844 55 3,036

193 182 60.7 18 100

708 626 1,644 58 3,036

23.3 20.6 54.2 19 100

1,539 899 545 53 3,036

50.7 296 18.0 17 100

1,667 697 586 86 3,036

54.9 23.0 193 28 100

0%  10%  20%  30%  40%  50%  60%  70%  80%  90%  100%

I I I
6.7 89.1 (3,036)
6.8 36.7 53.3 (3,036)
207 734 (3,036)
193 182 60.7 (3,036)
233 206 54.2 (3,036)
50.7 296 18 (3,036)
54.9 23 193 (3,036)
[ [
o o o o |

gogobobobbbdoooooobbobobbodooouob bbb oooobbbo
gobobbobbbodoooobbobbboooooogobooobboooooonobong
gobobbobbbuooogobbbbbooooooboboobbuoooooooboobo
Jr0b00bbo0dooouoooosswuggugooobobooooooobooboobooboog
goobbobbuoogoooobbobbbuggosagguooobooooogooon
goooooogoaooooogoaaoooooioiddoooossginin



Administrator
「水害の危険が少ない地域への移転」に対して、「東海豪雨災害前から検討している」と「東海豪雨災害後に検討した」の両評価割合の合計は9％だった。「自分の居住地域の浸水実績図（ハザードマップ）を確認している」に対しては、「東海豪雨災害後に行った」が約37％で「現在はしていない」が約53%だった。「浸水時の避難場所を確認している」に対しては、「東海豪雨災害前から検討している」が約51％、「ラジオや懐中電灯などの防災用品を用意している」に対して、「東海豪雨災害前からしている」が約55％だった。


1,069 1,172 609 93 40 53 3,036

352 38.6 20.1 31 13 17 100
1,120 1,067 664 101 34 50 3,036
36.9 351 219 33 11 16 100
1,459 1,166 295 42 25 49 3,036
48.1 384 9.7 14 0.8 16 100
1,440 1,098 375 48 22 53 3,036
474 36.2 12.4 16 0.7 17 100
747 1,207 870 98 31 83 3,036
246 39.8 28.7 3.2 10 2.7 100
289 658 1,294 536 208 51 3,036
95 217 426 17.7 6.9 17 100
177 602 1,315 506 344 92 3,036
5.8 19.8 433 16.7 113 3.0 100

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%  100%
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) 352 386 20.1 (3,036)
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2) 369 351 219 | (3,036)
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3) 481 384 | (3,036)
4) |

474 36.2 (3036)
\

246 398 287 (3036)
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b 95 217 426 (3036)
2) |

538 198 433 (3036)
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Administrator
「行政機関の意見を分かりやすく伝えて欲しい」、「科学的・専門的なデータを分かりやすく伝える役割を果たして欲しい」の両項目に対して、「非常にそう思う」と「ややそう思う」の両評価はともに高い割合を示していた。また、「行政機関と住民を仲介するような役割を果たしてほしい」、「住民の側に立つような役割を果たして欲しい」の両項目においても、肯定的評価の割合が高かった。
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(%)

21,350 744
7,350 25.6
28,700 100

26%

74%
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Administrator
「大規模な河川改修をして、水害を起こさないようにする対策」に予算を配分すべきという回答が74％と非常に高い割合を占めていた。


(®)

10 3) 688 227
9 1 235 7.7
8 2 581 19.1
7 3 490 16.1
6 4 237 7.8
5 5 466 153
4 6 77 25
3 7 51 17
2 8 29 10
1 9 6 02
0 10 10 03
166 55
3,036 100
0 5 10 15 20 25
I T
10 0 227 (688)
: |
91 77 (235)
: |
8 2 19.1 (581)
: |
73 16.1 (490)
: |
6 4 78 (237)
: |
55 153 (466)
46| 25 77)
37|17 (51)
28 [1] 29)
19 [o2 (6)
0 10 }).3 (10)
55 (166)
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Administrator
「大規模な河川改修をして、水害を起こさないようにする対策」に10を費やし、「ある程度の河川の氾濫を受けいれて、被災者に対して補償する対策」には一切費やすべきではないという回答が約23％、前者に8を費やし後者に2を費やすべきという回答は約19%、前者に7後者に3を費やすべきという回答は約16%だった。


()

99 3.3
5 235 7.7
10 433 14.3
20 406 13.4
50 269 8.9
100 118 3.9
100 39 1.3
1,290  42.5
147 4.8
3,036 100
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100 [39] (118)

100 13 (39)

425 | (1,290)
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Administrator
「わからない」が約43％で最も高い割合を示していた。その他、「10年以内」が約14％、「20年以内」の約13％だった。


1) 27)

471 1,416 767 248 94 40 3,036
155 46.6 253 8.2 31 13 100
797 1,090 761 251 87 50 3,036
26.3 35.9 251 8.3 2.9 16 100
195 695 1,050 753 296 47 3,036

6.4 229 34.6 248 9.7 15 100
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155 46.6 253 (3,036)
263 359 25.1 (3,036)
6.4 229 346 (3,036)
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Administrator
「自然災害は、周期的に起こるものである」に対して、「非常にそう思う」と「ややそう思う」の回答割合の合計が約62％と高い割合を示していた。同様に、「自然災害は人間の自然破壊に対する仕返しである」という項目においても、「非常にそう思う」と「ややそう思う」の回答をあわせて約62％の割合を示していた。
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Administrator
「環境を守らなければ人類は生き残れない」に対して、「非常にそう思う」（約51%）と「ややそう思う」（約36%）の回答割合の合計が約87％と非常に高い割合を示していた。「河川の豊かな自然環境を子孫の代まで残しておきたい」に対しては、「非常にそう思う」（約50%）と「ややそう思う」（約37%）の回答割合の合計が約87％を占めていた。「環境を守るためには、生活水準の低下を受け入れる心構えも必要だ」に対しては、「非常にそう思う」（約11%）と「ややそう思う」（32%）の回答割合の合計が約43％だった。「河川の自然環境を保全するためなら、いまより高い税金を払ってもよい」に対しては、「非常にそう思う」（約3%）と「ややそう思う」（約13%）の回答割合の合計が約15％に過ぎなかった。


1161 1,055 465 243 96 16 3036
382 347 153 8.0 32 05 100
1,172 901 547 280 117 19 3036
386 297 18.0 9.2 3.9 06 100
121 555 1386 676 222 76 3036
40 183 457 223 7.3 25 100
O%  10%  20%  30%  40%  50%  60%  70%  80% 100%
| | |
382 347 153 (3,036)
386 297 180 (3,036)
183 457 (3,036)
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Administrator
「今住んでいるところに、愛着のようなものを感じる」に対しては、「非常にそう思う」（約38%）と「ややそう思う」（約35%）の回答割合の合計が約73％と高い割合を示していた。「これからも、今のところに住み続けたい」に対しては、「非常にそう思う」（約39%）と「ややそう思う」（約30%）の回答割合の合計が約69％と高い割合を示していた。


276 1,022 1111 493 82 52 3,036
9.1 337 36.6 16.2 2.7 1.7 100
224 1,098 1125 451 60 78 3,036
74 36.2 371 14.9 20 2.6 100
202 1,000 1,239 457 61 77 3,036
6.7 329 40.8 151 2.0 25 100
378 1,245 1,003 306 38 66 3,036
125 41.0 33.0 101 13 22 100
587 1371 807 173 25 73 3,036
193 452 26.6 5.7 0.8 24 100
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Administrator
「社会の中で、自分がどのような立場におかれているかを考えることがある」に対して、「非常にそう思う」（約9％）と「ややそう思う」（約34％）の回答割合の合計は約43％だった。同様に、「社会がいかに成り立っているかということについて考えることがある」に対して、「非常にそう思う」（約7%）と「ややそう思う」（約36％）の回答割合の合計は約43%だった。「自分が暮らす社会全体のことについて考えることがある」に対して、「非常にそう思う」（約13％）と「ややそう思う」（41％）の回答割合の合計は約54％に達していた。「社会全体がどのような方向に動いているかということに関心がある」に対して、「非常にそう思う」（約19%）と「ややそう思う」（約45%）の回答割合の合計は約64%だった。


99 382 1,457 686 282 130 3,036
33 12.6 48.0 22.6 9.3 4.3 100
1,159 1,223 498 94 23 39 3,036
38.2 40.3 16.4 31 0.8 13 100
373 1,408 792 301 120 42 3,036
123 46.4 26.1 9.9 4.0 14 100
534 1312 958 174 22 36 3,036
17.6 432 31.6 5.7 0.7 12 100
289 1,205 1234 189 39 80 3,036
95 39.7 40.6 6.2 13 2.6 100
27 265 1232 1,056 377 79 3,036
0.9 8.7 40.6 34.8 12.4 2.6 100
291 1,139 1,120 327 90 69 3,036
9.6 375 36.9 10.8 3.0 2.3 100
680 868 1,032 338 56 62 3,036
224 28.6 34.0 111 18 20 100
691 1,064 930 259 41 51 3,036
22.8 35.0 30.6 85 14 17 100
440 1211 1122 195 17 51 3,036
145 39.9 37.0 6.4 0.6 17 100
326 1,007 1144 385 117 57 3,036
10.7 33.2 37.7 12.7 3.9 19 100
32 235 1,073 1,120 514 62 3,036
11 177 353 36.9 16.9 20 100
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77 353 169 (3,036)
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Administrator
「何ごとも安全第一である」に対しては、「非常にそう思う」（約38％）と「ややそう思う」（約40％）の回答割合の合計は約78％に達した。「失敗しないように何ごとも慎重に進める」に対しては、「非常にそう思う」（約18％）と「ややそう思う」（約43％）の回答割合の合計が約61%を占めていた。「向こう見ずだと人に言われることがある」に対しては、「まったくそう思わない」（約17％）と「あまりそう思わない」（約37％）の回答割合の合計が約54%で、5割強の回答者が否定的な評価を下していた。
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